
四
月
十
八
日
、
新
潟
県
春
闘
共
闘
会

議
主
催
の
「
ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー

ド
」
が
、
新
潟
市
中
心
部
で
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

新
潟
市
西
区
の
近
鉄
物
流
に
八
時
三

〇
分
に
集
合
し
、
車
の
側
面
な
ど
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
書
い
た
横
断
幕
を
貼
り
付

け
作
業
を
行
い
、
出
発
式
を
九
時
過
ぎ

頃
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
若
干
、
風
が
あ
り
ま
し
た
が

雨
は
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
は
、
全
体
で
三
〇

名
を
超
え
る
労
働
組
合
の
仲
間
が
結
集

し
国
労
か
ら
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
企
業
の
内
部
留
保

二
二
〇
兆
円
を
超
え
る

出
発
式
で
は
、
建
交
労
の
冨
井
さ
ん

の
司
会
で
開
会
し
、
は
じ
め
に
県
労
連

の
佐
藤
議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
佐
藤
議
長
は
「
今
春
闘
は
も
の
す

ご
い
不
景
気
で
雇
用
不
安
な
ど
き
び
し

い
状
況
だ
。
労
働
相
談
を
実
施
、
全
県

で
百
七
十
八
件
の
相
談
が
あ
り
毎
日
の

よ
う
に
労
働
相
談
が
あ
っ
た
。
大
企
業

は
二
二
〇
兆
円
の
内
部
留
保
を
も
っ
て

い
る
。
大
企
業
の
内
部
留
保
を
吐
き
出

さ
せ
、
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
闘

い
に
し
て
い
く
。
県
民
へ
訴
え
世
論
を

変
え
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
建
交
労
の
杉
崎
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
、
国
労
新
潟
地
本
の
関
川
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
て

い
る
労
働
組
合
の
代
表
の
方
々
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

建
交
労
杉
崎
委
員
長
は
「
ひ
ど
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
八
時
間
働
い
て
も

生
活
実
態
は
厳
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
な
が
ら
闘
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

地
本
・
関
川
委
員
長

あ
い
さ
つ

地
本
・
関
川
委
員
長
は
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
問
題
に
つ
い
て
二
十
三
年
間
、
闘
っ

て
き
た
。
与
党
・
公
明
党
の
解
決
案
が

示
さ
れ
政
府
が
受
け
入
れ
た
。
私
た
ち

の
闘
い
が
ひ
と
つ
出
口
へ
向
け
た
入
り

口
に
入
っ
た
。
長
い
闘
い
が
解
決
へ
進

ん
で
い
る
。
長
年
、
ご
支
援
し
て
い
た

だ
い
て
感
謝
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

出
発
式
最
後
に
、
全
体
で
団
結
が
ん

ば
ろ
う
！
を
力
い
っ
ぱ
い
行
い
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
近
鉄
物
流
を
出
発
し
、

新
潟
バ
イ
パ
ス
黒
埼
イ
ン
タ
ー
〜
紫
竹

山
イ
ン
タ
ー
〜
明
石
通
り
〜
駅
前
〜
東

大
通
り
〜
万
代
橋
〜
柾
谷
小
路
〜
東
中

通
り
〜
昭
和
大
橋
〜
県
庁
〜
平
成
大
橋

〜
近
鉄
物
流

と
い
う
コ
ー
ス
で
し
た
。
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★テーマだけでなく記事の種類も決める★

編集会議では、①企画が決まったら、キマリものでいくか

連続・連載もの、特集、座談・対談、調査・アンケート、行

事案内にするかなど「企画の種類」を決め、さらに報道記事、

解説記事、評論記事、ルポルタージュ、人物インタビュー、

投稿・投書、コラムなど「記事の種類」も決めます。②字数

（字詰め・行数）、執筆担当者、締切日（少し余裕を持って）

決めておきます。③企画が決まったら、紙面がどんな形にな

るか、ラフレイアウトを作っておくと、字数が割り出せ、完

成予想図画できて、その後の作業がすすめやすくなります。

④また、次の号をどうするかだけでなく２，３号先の企画や

テーマも話し合います。先々に手を打つ編集スタイルを確立

することが、企画の幅の広がりと厚みをもたせることにつな

がります。



四
月
二
十
三
日

新
潟
駅
前
で
安
全

行
動

日
と
し
て
地

本
で
宣
伝
行
動
が

十
七
時
三
〇
分
か

ら
十
八
時
過
ぎ
ま

で
展
開
さ
れ
ま
し

た
。今

年
、
四
月
二

十
五

日
は
福
知

山

線
脱
線
事
故

か
ら

五
年
が
経
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
故

が
二
度

と

繰

り
返

さ
な
い
。

安
心
し
て
乗

れ
る

利

用
し
や

す
い
鉄

道

を
、
め
ざ
し
て

い
く
た
め
、
市
民

に
向
け
て
訴
え
ま

し
た
。
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４月１日、長野地本から新潟地本の所属になりました、村山さんと滝

沢さんを紹介します。

★村山 浩和★

昭和３５年生まれ、５０歳です。家族は、両親と家内と子供３人で、

もうすぐ「おじいちゃん」になります。パソコンをいじるのが趣味です

が、実用的なことはできません。最近はインターネットのパチンコ屋さ

んに出入りしていて、数百万勝っていますが、「円」でないのが残念で

す。支社が変わったことで仕事上での支社間の違いが多く、新潟のシス

テムに戸惑っている現状です。

長野では国労組合員は多勢いましたので、「会費要員」的な面があり

ましたが、少数精鋭の新潟の方たちの足をひっぱらないように頑張りた

いと思います。よろしくお願いします。

★滝沢 仁★

この度、長野地本（国労東北信支部）より新潟地方本部へ所属となり

ました滝沢です、よろしくお願いします。

私たち十日町駅は、信濃川発電所の違法取水問題に関わるお詫びの一

環として長野支社から新潟支社に４月１日より移管となりました。また、

どんな問題があるかはっきりしませんが、業務の引継ぎ問題、冬期体制

の問題、地本・地区協・分会など組合員としての関わりなど不安もあり

ますが、これからは新しい仲間として行動し活動を通じて交流を深め十

日町駅で頑張って行きたいと思います。よろしくお願いいたします。


